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レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
費
動
論

第
三
十
八
巻

八
七

第
四
務

カA
占ノ、

債
の
騰
貴
を
主
張
す
る
論
者
も
な
い
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
お
よ
そ
斯
〈
の
知
き
見
方
は
、
之
を
今
日
の
寅
際
に

2
 

9
E
 

P
 

てつに
，
巾

税
引

周
〈
人
の
知
る
が
如

t
h
資
本
主
義
制
艇
持
組
織
の
成
立
後
、
そ
の
謂
は
ゆ
る
長
期
的
景
気
鑓
動
な
る
も
の
は
、
崎
川

金
の
生
産
と
極
め
て
緊
密
な
る
関
係
に
於
い
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
に
。
此
の
考
方
に
基
い
た
謂
は
ゆ
る
金
数
量
一
す
撚

る
も
の
の
出
現
は
、
共
後
永
く
長
期
的
景
気
持
費
動
に
闘
し
て
多
〈
の
問
題
ぞ
提
出
し
仁
。
最
近
に
於
い
て
も
或
は

j

w

ム
岡
崎

カ
ッ
セ

y
、
或
は
キ
チ
ン
の
見
方
に
於
い
て
、
此
の
意
味
の
謂
は
ゆ
る
長
期
的
景
気
費
動
な
る
も
の
が
如
何
な
る
閣
一
一i

l
 

過

程

を

示

し

に

か

に

つ

い

て

大

い

じ

論

議

が

重

ね

ら

れ

て

ゐ

る

。

郷

町

断
る
ま
で
も
な
〈
、
斯
〈
の
如
き
金
数
量
誼
に
よ
る
長
期
的
景
気
盤
動
論
へ
の
宵
定
は
、
惜
し
て
全
面
的
な
も
駒
山

の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
し
ま
た
現
に
も
あ
り
得
な
い
。
或
は
反
っ
て
レ
エ
ア

z
y
ト
の
如
〈
、
金
の
不
足
に
よ
問

ら
守
し
て
金
の
過
剰
を
橡
想
し
、
信
用
通
貨
の
役
割
の
過
度
の
重
要
視
に
よ
っ
て
、
金
の
需
要
減
少
従
つ
て
は
物
問
い金

h
A
U
 

箸
抽

却
L

Z

2

 

レ

ス
キ
ュ
ウ

ル
の
長
期
的
景
気
錨
変
動
論

松

岡

孝

見

目

序

言

つ
い
て
吟
味
す
る
と
き
、
そ
が
究
極
に
於
い
て
、
途
に
理
論
上
の
不
明
を
示
す
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
は
、

極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。



然
る
に
ま
た
更
に
、
期
〈
の
如
き
金
数
量
読
に
劃
し
て
そ
の
批
剣
を
レ
エ
フ
ェ

Y
ト
の
如
き
立
場
に
於
い
て
せ

十
)
な
ほ
ま
た
杢
然
異
っ
た
別
個
の
立
場
か
ら
之
を
試
み
た
も
の
が
あ
る
。
却
ち
金
数
量
読
の
と
れ
る
長
期
的
景

白
熱
費
動
の
謂
は
ゆ
る
貨
幣
的
説
明
に
封
し
、
長
期
的
景
気
費
動
を
需
要
供
給
の
法
則
に
基
く
志
の
と
し
、
之
に
よ

っ
て
そ
の
解
説
栓
期
ぜ
ん
と
す
る
る
の
こ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
叶
叫
べ
る
レ
ス
キ
ユ
ウ
ノ
Y
の
ご
と
き
は
正
に
こ
の
見

方
に
従
ふ
一
人
で
あ
る
。

彼
は
既
仁
一
九
一
二
年
に
於
い
て
「
物
債
の
一
般
的
騰
蕗
」
な
る
研
究
を
、
又
一
九
一
四
年
に
於
い
て
「
物
債
騰

貴
と
趨
漕
的
好
品
」
な
る
研
究
な
ぽ
唆
表
し
て
ゐ
る
。
今
日
世
界
的
不
加
が
例
へ
ば
ジ
ミ
ヤ
メ
ー
に
よ
っ
て
.
短
期

的
且
日
銀
崎
明
一
助
に
於
け
る
不
況
l
謝
し
、
長
期
的
卦
無
難
動
ド
於
り
る
不
況
が
重
被
せ
る
結
果
で
あ
る
と
説
明
き
れ

て
慶
く
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
と
き
‘
肢
に
世
界
大
鞍
前
、
逸
早
く
長
期
的
景
気
持
型
動
な
る
も
の
の
重
要
性
を
認
め
、

共
の
営
時
に
於
い
て
こ
れ
が
研
究
を
重
ね
た
こ
止
は
、
た
と
ひ
営
時
一
方
に
於
い
て
例
へ
ば
カ
ッ
セ

Y
の
融
合
纏

持
串
原
理
げ
如
き
が
め
ら
は
れ
ん
と
し
、
同
一
問
題
伝
論
議
せ
る
事
貫
ゐ
り
と
し
て
も
、
ま
こ
と
に
達
見
と
謂
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ぱ
蕊
に
調
ム
レ
ス
キ
ュ
ク
Y
の
長
期
的
景
気
持
型
動
論
な
る
色
の
は
、
謂
は
ゆ
る
金
数
量
説
に
劃
し
、
叉
非

金
数
量
設
に
艶
し
、

如
何
な
る
闘
係
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
。

換
言
す
れ
ば
謂
は
ゆ
る
長
期
的
景
気
持
型
動
論
上

に
於
け
る
レ
ス
キ
ユ

-
7
Y
の
ぞ
れ
の
地
位
は
如
何
な
る
も
の
で
め
る
か
。

以
下
、

在
は
先
づ
第
一
に
此
勤
を
述
べ
、

更
に
そ
の
長
期
的
景
気
持
型
動
論
の
特
性
、
そ
の
内
容
、
並
に
そ
の
原
因
に
論
及
し
、
之
に
よ
っ
て
今
日
ア
ヌ
シ
ス

レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
築
費
動
論

第
三
十
八
巻

第
四
披

八
七
三

九
七

よ
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レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
白
長
期
的
景
気
費
動
論

第
三
十
八
巻

第
四
蹴

九
i¥. 

八
七
四

に
於
い
て
存
在
す
る
有
力
な
る
一
の
長
期
的
景
気
襲
動
論
を
取
扱
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
の
長
期
的
景
気
撞
動
論
に
卦
し
で
は
、

一
般
に
短
期
的
景
気
麓
動
論
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
併
し
こ
こ

で
は
此
の
馳
の
解
説
に
就
い
て
は
姑
〈
之
を
留
保
す
る
こ
と
に
し
七
い
。

被
れ
の
園
間
期
的
量
範
襲
動
論
の
地
位

蹴
倒
〈
金
と
一
般
物
個
水
準
と
の
闘
係
、
特
に
そ
の
長
期
的
関
係
に
就
い
て
は
、
之
ヤ
以
っ
て
調
は
ゆ
る
金
敷
量

説
的
立
場
に
於
い
て
見
る
も
の
と
、
然
ら

4

さ
る
も
の
と
の
艶
立
が
あ
る
こ
と
は
前
越
せ
る
逗
り
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
に
と
ひ
金
数
量
設
を
否
定
す
る
も
の
が
め
る
と
し
て
も
、
共
の
立
場
が
必
十
し
も
す
べ
て

同
一
戸
ん
と
い
ふ
の
で
は
決
し
て
な
い
。
従
っ
て
此
の
場
合
先
づ
順
序
と
し
て
、
金
を
め
ャ
っ
て
第
一
に
考
へ
ら
れ

に
こ
と
は
、
私
が
既
に
述
べ
七
ゃ
う
品
、
金
ぞ
ば
如
何
に
理
解
す
る
か
と
い
ふ
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

道
行
は
ま
こ
と
に
営
然
で
あ
る
。

然
る
に
こ
ニ
に
取
扱
は
ん
と
す
る
レ
ス
キ
ュ
ヲ
Y
の
考
方
は
、
庚
〈
金
そ
の
も
の

E
一
一
般
物
債
水
準
と
の
闘
係

を
、
斯
〈
の
知
き
見
方
に
於
い
て
見
守
、

な
し
ろ
反
っ
て
現
在
に
於
け
る
此
種
問
題
よ
り
の
金
の
退
位
を
主
張
し
、

此
の
勤
よ
り
し
て
長
期
的
景
気
接
動
の
見
方
を
一
一
腰
貨
幣
的
方
面
と
断
ち
、

も
つ
ば
ら
こ
れ
を
需
要
供
給
の
法
則

に
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
意
味
よ
り
す
れ
ば
、

レ
ス
キ
品
ク
Y
の
長
期
的
景
気
襲
動
論
は
、
貨
幣
の
側
を
去
hJ
、
財
貨
の
側
に
立
つ

CfT， C田 sel，G.: Tbeoretische SozialdkoDomie，. VonN'ort. 
Le-scureには倫ほ此D問題に閲して Des cris(~s gen岳rales et p岳rio(iiquesde 
surproduction， I同 ed，1906， 2e剖 ，1910 (1四 dll.ct:ionrusse 1908); 3e ed， 1923， 
4" ed， 1933及び L'acroissem回 tde la produc1:io:n de l'or et son influence sur 
)es relations economiques des peuples 1914がある。

拙著: 金問題研究、第3章金数量競輪、第3節金撒量殺批卵tlpp， 18，'-210， 
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て
共
の
詑
明
伊
達
げ
ん
と
す
る
・
も
の
で
あ
り
v

し
か
も
後
に
述
べ
る
が
如
く
、
古
典
的
ご
プ
Y

ス
麗
樺
皐
の
創
設

者
た
る

J
-
B
・
セ
エ
の
「
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
は
他
の
生
産
物
に
封
し
て
交
換
き
れ
る
」
と
い
ふ
見
方
に
従
は
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
特
に
此
等
生
産
物
の
債
値
の
品
質
動
が
所
得
e

待
遇
じ
、
郎
も
債
格
の
構
成
要
素
た

る
勢
賃
、
地
代
、
利
子
及
び
利
潤
に
闘
し
長
期
的
考
察
を
加
へ
た
も
の
で
め
っ
て
、
こ
こ
に
一
般
物
債
水
準
の
長

期
的
襲
動
の
見
方
を
夏
に
掘
下
げ
た
こ
と
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
勅
で
め
る
。

向
ほ
ま
た
一
一
般
物
債
水
準
に
於
け
る
費
動
の
見
方
色
、
か
の
金
数
量
読
を
排
撃
し
た
る
必
然
的
結
果
と
し
て
、

謂
は
ゆ
る
貨
幣
的
説
明
に
よ
る
無
機
的
一
般
的
見
方
を
採
ら
や
、
有
機
的
特
種
的
見
方
を
保
持
し
て
ゐ
る
こ
と
は

世
日
す
べ
き
で
あ
る
o

被
炉
、
コ
生
産
部
門
に
於
け
る
物
憤
騰
貴
は
、
所
梓
の
増
加
ド
よ
っ
て
示
き
れ
、
そ
の
所

得
の
増
加
は
他
の
商
品
の
需
要
増
加
、
並
に
他
の
生
産
部
門
の
所
得
増
加
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
若

し
生
産
増
加
の
現
象
と
結
合
す
る
と
き
、
共
の
強
度
を
増
進
す

ι」
と
謂
っ
て
ゐ
る
が
如
き
は
、
よ
く
被
れ
の
立

場
を
説
明
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
レ
ス
キ
品
ク
U
F

の
長
期
的
景
気
麓
動
論
の
地
位
は
、
調
は
ゆ
る
長
期
的
景
気
襲
動
論
の
一
般
的

立
場
よ
り
見
て
、
金
敷
量
説
的
立
場
に
立
た
守
、
金
と
濁
立
し
て
、

決
せ
ん
と
す
る
の
特
色
を
有
っ
て
ゐ
る
。

一
般
生
産
闘
係
e

グ
逼
じ
て
、
こ
の
問
題
を
解

ーー一
彼
れ
の
長
期
的
量
軍
聾
動
論
の
特
性

レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
費
動
論

第
三
十
八
巻

入
七
五

第
凶
披

九
九

Say， J. 1l.: COUTS CO四 oletd'economie politique， 3"邑d.Tome 1， p. 339・

Lescu同， J.: Des crises genero.les et periodiques de surproduction 1906• p. 
411， p. 432 • 
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レ
見
キ
品
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
費
動
論

第
三
十
八
巻

八
七
六

第
四
競

一O
O

以
上
述
べ
た
る
が
如
き
レ
ス
キ
ュ
ヲ

Y
の
長
期
的
景
気
韓
動
論
の
地
位
は
.
自
ら
そ
こ
に
被
れ
濁
特
の
見
地
を

示
し
て
ゐ
る
。
そ
の
一
は
謂
は
ゆ
る
長
期
的
景
気
礎
動
に
劃
す
る
貨
幣
的
説
明
の
抹
雑
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
そ
の

需
要
供
給
法
則
に
基
〈
説
明
の
主
張
で
あ
る
。
項
を
分
ち
て
更
に
説
明
を
加
へ
る
。

貨
幣
的
説
明
に
劃
す
る
抹
殺
|
|
レ
只
キ
ュ
ク

Y
に
よ
れ
ば
「
今
日
園
内
に
於
ハ
ー
で
は
金
は
中
央
銀
行
に

集
中
き
れ
、
賞
際
に
は
流
通
し
て
ゐ
な
い
。
謂
は
ゆ
る
流
通
貨
幣
量
な
る
も
の
は
信
用
通
貨
量
で
あ
る
」
と
謂
ふ

1
0

--こ
の
意
味
に
於
い
て
レ
ス
半
ヨ
ウ
j
y
は、

A
m
と
一
般
物
慣
水
準
と
の
関
係
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

4

山
民
，
M

吊
本

H
H
1
3

4
4
H
ハ
p
h唱

4
d
H
4

，A
J

Z

れ
て
ゐ
る
金
数
量
説
却
も
貨
幣
的
説
明
を
認
め
て
ゐ
な
い
。

彼
は
更
に
此
の
馳
を
強
調
す
る
た
め
、
各
国
中
央
銀
行
に
於
け
る
金
準
備
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
る
が
、

之
に
つ
い
て
も
亦
彼
は
次
の
如
く
謂
ふ
。
「
今
や
中
央
銀
行
が
金
と
銀
行
券
左
の
割
合
に
つ
き
用
ひ
る
形
式
は
極

め
て
多
様
で
あ
る
0

・
:
:
:
寛
際
金
の
役
割
は
襲
化
し
た
。
蓋
し
金
の
役
割
は
今
日
困
際
貨
幣
の
役
割
を
演
や
る

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。
こ
の
こ
と
は
金
準
備
の
意
味
が
単
に
劃
外
勘
定
の
不
均
衡
、
又
は
囲
内

銀
行
雰
の
動
揺
に
劃
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
や
ニ
一
不
す
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
金
準
備
自
躍
の
麺
化
が
そ
の
通
貨
量
の

自
動
的
襲
化
指
針
で
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
。
た
だ
そ
の
謂
は
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
j

金
準
備
と
通

貨
量
と
の
聞
に
何
等
確
定
せ
る
闘
係
な
き
こ
と
を
示
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
彼
は
そ
の
例
正
し
て
ペ

Y
ギ
イ
圃
立

銀
行
、
-
ア
イ
ヒ
ス
-
バ
ン
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
に
於
け
る
金
準
備
と
通
貨
量
左
の
闘
係
念
年
代
的
に
事
げ
て
ゐ
る
仇
、

今
之
を
表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
却
〈
で
め
る
。

I王ausseset bnisses des prix de longlw dll，ree， 1933， p. 6. 
op. cit. p. 7・
op. cit. p. 7・

Lescure， J. : 
LesCUTe， J.: 
Lescure， J.: 
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ベ
Y
ギ
イ
、

ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
に
於
げ
る
金
属
準
備
と
通
貨
量
{
阜
位
百
禽
)

量
一一釦一

ニ
O
八一

工ぶ

コ
一
八
二
一

正
ヒ
可
一

八
二
六
一

七一丸穴
八三八八
二八 z四

出J

金
属|ヲ

準 lイ

三八八五|備 It: 

0--0 ー|高|一
三 七 一 01 ハ

一一一一一一一一ーン
ク

ノレ

ク

金
扇|ベ

準|:::
ーーー・ー|備|イ
七 00三|高|圃

主主主・旦1_1立
銀
行

フ

ラ

ン

オ
ラ
ン
ダ
銀
行
(
フ
ロ
リ
シ
)

金
属
準
哩

J
」

一
五
六
一

一一九一
-
二
八
一

一
五
八
一

遁

量

量

蓮

貨

貨

主邑

貨

彼
は
布
殺
に
よ
っ

τ、
金
準
備
高
と
通
貨
涯
と
の
問
に
は
確
な
る
依
存
闘
係
な
き
こ
L
~
ぞ
ポ
丸
山
町
ん
と
し
て
ゐ
ぷ

が
、
そ
は
叉
同
時
に
金
準
備
高
と
金
生
産
高
左
の
聞
に
・
も
亦
同
種
依
存
闘
係
の
存
在
せ
ぎ
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
と

す
る
一
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
彼
は
次
の
如
〈
謂
ふ
。

「
ド
イ
ツ
は
そ
の
金
準
備
を
、

一
八
七
六
年
|
|

八
九

O
年
な
る
十
四
ヶ
年
に
亘
る
金
生
産
減
少
期
に
於
い
て
約
三

O
O
百
禽
マ
ル
ク
を
増
加
し
た
芯
に
反
し
、

ノヘ

九

G
年
!
|
一
九
一

O
年
な
る
二
十
ヶ
年
に
一
日
一
る
金
生
産
増
加
期
に
於
い
て
約
四

O
O
百禽

?
Zを
増
加
せ
る
に

過
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
二
十
ヶ
年
に
於
い
て
、
通
貨
量
の
増
加
は
六
四
四
百
寓
マ
ル
ク
に
達
し
て
ゐ
か
」
と
。

凡
そ
斯
く
の
如
き
主
張
こ
そ
は
ま
た
謂
は
ゆ
る
金
数
量
語
、
従
つ
て
は
ま
た
年
平
均
コ
一
。
ρ

ア
セ
ン
ト
増
加
誼
及

ぴ
之
に
類
似
せ
る
主
張
を
す
べ
て
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
】
か
く
て
レ
ス
キ
ユ
ウ
ノ

Y
が
「
金
数
量
に
闘
す
る
=
一
.ρ

ア
セ
ン
ト
増
加
設
の
ご
と
き
は
一
個
の
断
定
に
過
ぎ
な
い
」
ー
と
豪
語
し
て
ゐ
る
の
は
正
に
這
般
の
事
情
を
物
語
る

レ
見
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
饗
動
論

第
一
一
一
十
八
巻

第
四
披

O 

八
七
七

op. cit. p. 8. 
op. Clt. p. 9・

Lescure. 1.: 
Lescure， :r.: '4) 
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レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
白
長
期
的
景
気
鑓
動
論

第
四
時
制

O 

第
三
十
凡
巻

八
七
八

も
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
に
よ
れ
ば
、
遁
貨
量
は
す
べ
て
金
生
産
、
金
準
備
、
叉
は
そ
の
何
れ
に
も
依
存
す
る
こ

と
な
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
各
固
に
於
け
る
通
貨
量
は
、
中
央
銀
行
及
び
預
金
銀
行
の
取
引
の
必
要
に
醸
じ
て

能
〈
弾
力
性
を
保
ち
、
そ
の
通
貨
需
要
に
臆
じ
得
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

殊
に
彼
に
よ
れ
ば
、
賓
際
上
の
見
地
か
ら
し
て
、
取
引
増
加
及
び
物
使
騰
貴
は
、
信
用
通
貨
量
の
増
加
に
劃
し
て

時
間
的
に
先
行
性
を
示
し
て
居
り
、
物
債
下
落
に
劃
し
て
も
亦
同
一
関
係
が
成
立
し
て
ゐ
る
と
謂
っ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
益
I
以
っ

1
レ
ス
キ

L

ク
Y
の
金
と
一
般
物
伺
水
準
E

と
の
閥
係
「
い
つ
い
て
の
主
張
一
炉
、
反
数
量
説
的

で
あ
る
こ
と
を
一
義
書
し
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
更
に
レ
ス
キ
品
ヲ
Y
の
闘
心
が
著
し
く
生
産
方
面
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の

理
由
は
、
彼
が
反
数
量
説
的
主
張
を
の
べ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戟
争
、
南
北
戦
争
、

E
日
備
戟
季
、
特
に
世
界
大
戦
の
如

き
が
生
産
関
係
に
劃
し
て
著
し
い
訂
撃
を
奥
へ
て
ゐ
る
事
貫
を
重
脱
し
て
ゐ
る
と
共
じ
、
更
に
第
十
九
世
紀
の
蒸

気
力
に
基
〈
生
産
の
緩
展
、
第
二
十
世
紀
の
電
気
力
に
基
〈
生
産
の
竣
展
を
奉
げ
て
、
そ
の
重
要
性
を
主
張
し
て

ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
瞭
に
看
取
し
得
ら
れ
る
。

ーー
需
要
供
給
法
則
に
基
〈
説
明
の
主
張
ー
ー
ー
一
一
般
物
領
水
準
の
費
動
が
、
金
数
量
説
的
説
明
に
於
い
て
成
立

し
な
い
と
い
ふ
レ
ス
キ
ュ
ク

Y
の
主
張
は
、
自
ら
需
要
供
給
法
則
へ
の
闘
心
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
己
に
述
べ
た

る
が
如
〈
、
古
典
的
フ
ラ
ン
ス
経
梼
の
創
設
者
J
-
B
・
セ
品
の
考
方
に
基
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
知
の

、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

疑
ひ
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
併
し
V

ス
キ
ュ
ヲ
Y
の
そ
れ
は
、
単
な
る
セ
エ
理
論
の
再
生
産
で
は
な
い
。

レ
ス
キ

op・cit.p. 9・
op. cit. P・41et suiv. 

Lescure， J.: 
L....scure， J.; 
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ユ
ク
M
F

に
よ
れ
ば
、
謂
は
ゆ
る
「
生
産
物
は
生
産
物
に
劃
し
て
交
換
さ
れ
る
」
と
い
ふ
考
方
の
意
味
す
る

k
こ
ろ
は

「
一
生
産
部
門
に
於
け
る
物
債
の
騰
貴
は
所
得
の
増
加
に
よ
っ
で
示
さ
れ
、
こ
の
所
得
の
増
加
は
他
の
商
品
の
需

要
増
加
並
に
他
の
生
産
部
門
の
所
得
の
増
加
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
も
し
生
産
増
加
の
現
象
と
結
合

す
る
と
き
、
ぞ
の
強
度
を
増
準
す
る
」
と
謂
ム
主
張
に
ま
で
展
開
し
て
ゐ
る
。

是
に
由
っ
て
之
を
離
れ
ば
、

レ
ス
キ
ュ
・
7

Y
の
長
期
的
景
気
持
型
動
論
の
主
要
な
る
観
蛤
炉
、
資
本
主
義
制
艦
漕

組
織
に
於
け
お
生
産
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ

2
は
、
・
容
易
に
断
言
し
得
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
こ
の
生
産

を
通
じ
て
そ
こ
に
一
一
般
物
償
水
準
の
騰
落
は
生
じ
、
そ
れ
を
め
ャ
っ
て
そ
こ
に
所
得
の
種
化
が
起
る
、
凡
そ
か

t

の
畑
h
d

一
嚇
の
岡
地
方
~
の
出
は
こ
そ
は
、

.
K
F
-
V
I
bも
本

ケ

r
v
主
-
長
円
リ
団
山
ヨ

A

ど
あ
る
。

1

1

J

j

f

〈
』
|

-

t

i

併
し
な
が
ら
彼
れ
の
主
張
の
特
性
は
、
こ
れ
の
み
に
壷
き
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
更
に
共
の
所
得
の
擦
っ
て

来
る
長
期
的
景
気
盤
動
を
示
す
一
般
物
債
水
準
に
、
克
に
ま
た
そ
の
所
得
の
構
成
要
素
に
ま
で
吟
味
を
加
へ
て
ゐ

る
。
こ
こ
に
於
い
て
被
れ
の
理
論
の
特
性
は
、
途
ド
ド
所
得
の
構
成
要
素
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
勢
賃
、
地
代
、

利
子
及
び
利
潤
の
如
き
も
の
を
通
じ
、
共
の
長
期
的
景
気
品
質
動
論
が
如
何
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
馳
の
追

究
に
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
亦
此
の
主
張
に
於
け
る
彼
れ
の
特
性
は
、
此
等
の
所
得
の
四
要
素
に
劃
す
る
態
度
で
あ
る
。
己
に
迅
べ

た
る
が
如
〈
、
彼
れ
の
需
要
供
給
識
は
単
な
る
所
得
設
に
止
ら
示
、
更
に
そ
の
所
得
の
構
成
内
容
に
ま
で
は
い
り

込
ん
で
ゐ
る
が
、
更
に
此
の
立
場
に
於
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
此
の
場
会
彼
が
此
等
四
要
素
に
劃
し
て
平
等
な

レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
眉
刷
費
動
論

第
三
十
八
巻

八
七
九

第
四
時
制

O 

Lescl1re， T.: Hauss田 et hai四酎 E吾川rn.Je:s des prix (Revue d'economie 
politique _1912，_p. 454)・ Hn叩l1S田s開 e目tb，創a削仙;札口川"川H附医
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レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
回
世
動
論

第
四
競

一O
四

第
三
十
八
巻

八
八

O

る
態
度
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

、
、
.
‘
.
、
‘
、
.
、
、
.
、
、
.
、
.
、
、
、
.
、
.
、
、
畑
、

特
に
利
潤
を
以
っ
て
支
配
的
な
地
位
に
据
ゑ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で

此
等
四
要
素
中
、

郎
ち
彼
に
よ
れ
ば
、

あ
る
。
彼
は
謂
~
「
生
産
債
値
の
あ
ら
ゆ
る
増
加
に
劃
し
て
照
臆
す
る
も
の
は
、
生
産
者
の
所
得
増
加
で
あ
る
。

叉
之
に
反
し
、
生
産
債
値
の
減
少
に
劃
し
て
照
臆
す
る
も
の
も
亦
所
得
の
減
少
で
あ
る
。
一
企
業
の
生
産
債
値
が

高
く
な
る
と
、
之
に
よ
っ
て
そ
の
企
業
の
生
産
者
所
得
が
増
加
す
る
。
こ
の
増
加
は
、
利
潤
、
勢
賃
、
利
子
の
騰

貴
に
よ
っ
て
一
市
3
れ
1
0
0

活
し
此
の
勝
賞
が
利
潤
の
増
加
じ
よ
っ
て
示
お
れ
る
と
均
一
九
は

J
Y」
に
新
企
業
が
起
り
恥

資
本
、
努
働
の
需
要
力
炉
高
ま
り
、
勢
賃
、
利
子
は
盆
3
需
要
さ
れ
高
ま
っ
て
行
〈
」
と
。

こ
の
こ
と
は
所
得
構
成
の
四
要
素
中
、
特
に
利
潤
を
以
っ
て
支
配
的
な
重
要
性
を
有
つ
も
の
と
解
し
、
其
他
の

要
素
は
所
得
を
通
じ
て
見
た
る
利
調
の
費
化
に
従
ふ
と
す
る
も
の
で
あ
る

h

於
け
4
0

生
産
第
一
主
義
の
特
性
を
よ
〈
理
解
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

ぞ
は
ま
こ
と
に
資
本
主
義
制
粧
掛
に

d

之
を
要
す
る
に
被
れ
の
主
張
が
一
生
産
部
門
に
於
げ
る
物
債
の
騰
貴
は
、
所
得
の
増
大
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
、
こ

の
所
得
の
増
加
は
共
他
の
商
品
の
需
要
増
加
並
に
他
の
生
産
部
門
に
於
け
忍
所
得
の
増
加
と
な
る
と
し
、
此
の
現

象
は
も
し
生
産
増
加
の
現
象
と
結
合
す
る
と
き
に
於
い
て
そ
の
強
度
を
増
す
と
謂
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
結
局
彼
れ

の
主
張
の
精
神
を
反
映
せ
る
も
の
と
断
じ
て
差
支
へ
な
い
。
更
に
詳
説
し
ゃ
う

回

需
要
供
給
法
則
に
基
《
彼
れ
の
主
張
の
内
容

Lescure. J.: lIausses et baisses des pri:x de lcmgue duree p. 36 20) 



一
一
般
物
債
水
準
の
騰
落
が
我
々
の
闘
心
を
惹
き
、
そ
し
て
そ
れ
が
長
期
的
闘
係
に
於
い
て
把
握
さ
れ
た
こ
主
は
、

そ
れ
自
韓
に
於
い
て
巳
に
物
債
の
騰
貴
が
車
な
る
騰
貴
白
煙
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
物
債

の
下
落
は
草
な
る
物
債
の
下
落
自
瞳
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
は
菅
に
一
一
般
物
領
水
準
の
騰
落
に

よ
っ
て
、
謂
は
ゆ
る
景
気
持
型
動
を
理
解
せ
ん
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
真
に
之
に
よ
っ
て
充
分
資
本
主
義
制
極
端
情

枇
舎
に
於
け
る
生
産
の
消
長
を
把
握
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
生
産
消
長
の
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
こ

に
は
菅
に
商
品
生
産
力
の
知
何
が
語
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
共
の
資
本
力
、
共
の
勢
働
力
等
々
に
闘
し
で
も
亦

等
し
く
共
の
畿
展
の
如
何
?
認
め
ゴ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
叫

此
の
生
産
力
の
消
長
が
自
ら
そ
こ
に
勢
賞
、
地
代
、
利
子
、
利
潤
の
如
き
所
得
形
態
に
於
い
て
視
は
れ
来
る

ι

と
は
勿
論
で
あ
る
。
今
此
等
の
黙
を
細
遮
す
る
に
嘗
り
、
一
般
物
債
水
準
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
長
期
的
景

一
八
五

O
年
|
一
八
七
三
年
に
於
い
て
物
債
の
一
般
的
騰
貴
を
、

気
典
型
動
は
、

一
八
七
三
年
|
一
八
九
六
年
に
於

い
て
そ
の
一
般
的
下
落
を
.
更
に
一
八
九
六
年

l
一
九
一
二
年
に
於
い
て
更
に
新
な
る
一
般
的
騰
貴
を
示
す
色
の

と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
勢
賃
、
地
代
、
利
子
、
利
潤
に
論
及
す
る
に
於
い
て
も
、

一
臆
こ
の
標
準
に
従
ふ

も
の
で
あ
る
こ
と
は
色
と
よ
り
で
あ
あ
。
叉
此
の
大
憧
の
傾
向
は
、
に
と
ひ
そ
が
或
は
サ
ク
エ

Y
ベ
ヅ
グ
指
数
、

.
ゼ
エ
ト
ペ
エ
ア
指
数
、
ド
ウ
@
プ
オ
ゲ
ィ
Y
指
数
、
マ

Y
ク
指
数
、
ァ
ラ
ゼ
エ
指
数
等
々
、
夫
E
共
の
指
数
作
成
の

方
法
が
異
っ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
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曾
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営
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。
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れ
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畏
期
的
量
軍
聾
勤
の
原
因

レ
ス
キ
ュ
ク
w
y

の
長
期
的
景
気
費
動
論
が
、
謂
は
ゆ
る
金
数
量
設
の
如
き
立
場
に
よ
っ
て
哩
解
さ
れ
や
、
需
要

供
給
誼
、
特
に
供
給
印
ち
生
産
を
重
要
視
し
た
る
需
要
供
給
設
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
包
に
述
べ
七
一
通
り
で

五

め
る
。
今
や
問
題
は
.
斯
〈
の
如
き
生
産
重
親
設
に
於
い
て
、
そ
の
生
産
を
支
配
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
換

此
等
一
八
五

O
年
以
来
連
績
せ
る
長
期
的
景
気
襲
動
を
以
っ
て
利
潤
遁
及
の
品
謹
|
|
近
世
枇
舎
に

於
い
て
は
利
潤
は
企
業
精
神
の
動
力
で
あ
る
。
企
業
は
生
産
費
と
販
寅
債
格
と
の
差
で
あ
れ

l
ー
で
あ
る
と
し
て
.

一
ヲ
目
す
れ
ば
、

何
が
斯
〈
の
如
き
利
潤
を
追
及
さ
せ
た
の
か
の
こ
れ
以
下
仁
於
い
て
取
扱
は
ん
L
」
す
る
問
題
で
あ
る
。

之
に
つ
い
て
は
レ
バ
キ
ュ
ク

Y
M賢
一
誼
的
見
地
か
ら
し
て
、
詳
細
に
一
日
一
つ
て
鴻
ぺ
て
ゐ
る
が
、
今
一
々
立
に
鯛

れ
る
徐
裕
は
な
い
い
Jo

唯
之
を
要
約
す
石
と
き
は
、
凡
そ
次
の
三
つ
の
時
期
に
於
い
て
夫
1
異
つ
七
原
因
を
見
出
し

て
ゐ
る
。

そ
の
第
一
s

は
一
八
五

O
年

l
一
八
七
三
年
に
亘
る
期
間
に
於
け
る
鑑
道
企
業
の
勃
興
で
あ
り
‘
そ
の
第
二
は
一

八
七
三
年
|
一
八
九
六
年
に
亘
る
期
間
に
於
け
る
重
要
産
業
の
萎
縮
で
あ
り
、
ぞ
の
第
五
は
一
八
九
六
年
l
一
九

一
一
一
年
に

E
る
期
間
に
於
け
る
電
気
、
自
動
車
の
知
き
新
産
業
の
綾
展
と
、
経
油
開
的
後
遊
園
の
程
掛
的
後
展
、
特

に
は
共
の
生
活
費
の
増
加
こ
れ
で
あ
る
。
此
等
の
勤
に
つ
い
て
は
今
一
々
立
ち
入
っ
て
誼
明
を
湘
へ
な
い
が
、
結

局
に
於
い
て
何
れ
の
期
間
た
る
と
を
聞
は
歩
、
そ
こ
に
は
一
貫
し
て
常
に
生
産
増
加
の
傾
向
を
支
配
す
る
究
極
原

因
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

レ
Z
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ユ
ウ
札
川
町
長
期
的
景
集
晶
君
動
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第
三
十
八
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八
八
七

第
四
時
輔
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レ
ス
キ
ユ
ウ
ル
白
長
期
的
景
気
密
動
論

第
三
十
八
答

へ
ん
入

第
四
披

併
し
な
が
ら
叉
他
面
、
此
の
間
に
於
い
て
終
始
自
由
競
守
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
今
日
現
在
の
扶
況
か

ら
見
て
特
に
注
目
す
べ
き
結
で
あ
る
。
惟
ふ
に
自
由
競
争
が
完
全
で
め
れ
ば
あ
る
程
、
物
債
の
勝
賞
並
に
下
落
は

純
粋
に
銃
敢
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
り
、
之
に
掛
し
そ
の
歴
迫
、
た
と
へ
ば
濁
占
の
出
現
の
如
き
は
反
っ
て
こ
の

聞
の
闘
係
を
中
和
せ
し
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
主
義
制
の
下
に
あ
る
と
は
い
つ
で
も
、
に
と
へ

ば
最
近
の
知
〈
一
定
の
統
制
的
立
場
が
論
議
さ
れ
て
居
る
と
き
に
は
、
新
〈
の
如
き
騰
落
現
象
は
奮
来
の
如
く
純

粋
に
鋭
敏
に
現
は
れ
な
い
。
喰
併
し
脊
.
本
主
義
制
粧
神
の
殺
展
の
原
問
が
生
産
方
面
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
生
産

が
利
潤
地
反
の
目
的
に
於
い
て
無
政
府
的
に
行
は
れ
る
と
き
は
、
そ
こ
で
は
恐
慌
は
到
底
免
れ
難
い
。
従
っ
て
一

般
物
債
水
準
の
騰
落
に
伴
ふ
長
期
的
景
気
擾
動
は
、
将
来
統
制
的
作
用
が
加
へ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
資
本
主
義
制

経
稗
に
於
い
て
は
到
底
そ
の
委
を
捜
し
得
な
い
と
考
へ
ぎ
る
を
得
な
い
。

之
を
要
す
る
に
、
生
産
閥
係
が
資
本
主
義
制
極
構
に
於
け
る
景
気
持
型
動
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
か
ぎ
り
、
共
の

結
果
は
一
般
物
債
水
準
を
通
じ
、
所
得
を
通
じ
、
勢
賃
.
地
代
、
利
子
、
利
潤
を
通
じ
示
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
之

全
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
め
名
。
そ
し
て
叉
こ
の
こ
と
は
反
面
に
於
い
て
、
勢
賃
、
地
代
.
利
子
、
利
潤
に
於

い
て
も
、
そ
の
聞
に
相
互
的
闘
係
が
あ
り
、
斯
く
の
如
き
連
帯
性
を
通
じ
、
此
等
の
要
素
は
常
に
所
得
に
、
従
つ

て
は
亦
一
一
般
物
侵
水
準
に
そ
の
反
映
を
現
は
し
.
多
少
の
程
度
の
差
は
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
絶
え
や
騰
落
現

象
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
も
の
と
謂
っ
て
差
支
へ
な
い
。

六
、
結

雷

以
上
、
在
は
V

ス
ー
キ
ュ
ク

Y
の
長
期
的
景
気
費
動
論
を
ば
、
そ
の
地
位
、
そ
の
特
性
、
そ
の
内
容
、
そ
の
原
因



に
つ
い
て
逐
次
述
べ
た
。
彼
が
此
等
の
賄
を
謂
は
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
在
世
経
樺
皐
の
創
設
者
た
る
J
・B
・
セ
且
の
思

想
に
基
台
、
展
開
さ
せ
た
こ
と
は
、
被
が
フ
ラ
ン
ス
経
済
皐
界
に
於
け
る
恐
慌
乃
至
景
気
麺
動
論
の
立
場
か
ら
し
て
、

よ
く
そ
の
惇
統
を
摘
み
、
又
し
か
色
よ
く
そ
の
惇
統
に
生
き
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

i

更
に
彼
が
ぞ
の
生
産
理
論
の
展
開
に
於
い
て
、
之
を
所
得
に
接
績
し
、
共
の
所
得
を
通
じ
て
精
密
に
各
闘
に
於

げ
る
長
期
的
景
気
持
型
動
論
を
見
ん
'
と
し
た
こ
と
も
亦
、

一
一
般
に
フ
ラ
ン
ス
於
け
る
軽
油
開
皐
の
停
統
に
操
っ
た
志
の

で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
あ
る
ま
い
。

殊
に
此
等
の
理
論
に
よ
り
、
今
日
全
世
界
に
於
い
て
、

一
時
支
配
的
な
地
位
を
占
め
ん
と
し
た
金
数
量
読
論
者

じ
い
同
制
し
に
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
め
る
一
市
瞬
ぞ
興
へ
み
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
か
の
閑
際
聯
悶
財
政
委
員
合
金

委
員
舎
の
報
骨
が
、
そ
の
第
一
、
第
二
の
中
間
報
告
が
著
し
く
英
米
論
者
に
よ
っ
て
、
金
数
量
設
的
説
明
を
重
要

覗
し
た
の
に
劃
し
、
共
後
に
於
け
る
イ
ギ

y
ス
の
金
本
位
離
脱
は
、

ラ
ン
ス
の
惇
統
的
経
済
理
論
が
認
め
ら
れ
、
か
く
て
ま
た
共
の
色
彩
は
そ
の
最
絡
報
告
に
濃
く
現
は
れ
て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
、
少
〈
も
か
の
金
数
量
識
が
は
げ
し
く
排
撃
ぎ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ザ
ハ
の
金
融
勃
興
と
な

h
、
著
し
く
ア

フ
-7
ン
ユ
頼
梼
皐
の
此
の

面
に
於
け
J
偉
統
を
知
る
も
の
)
に
と
っ
て
、
ま

ιと
に
蛍
然
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
以
外
、

6

訂

沼

町

プ
タ

p
ヨ
ン
に
せ
よ
、
ノ
ガ
ロ
に
せ
よ
、
ヲ
ス
ト
に
せ
よ
、
共
他
リ
ノ
エ
ス
等
ι
干
す
べ
て
み
な
反
金
数
量
識
を
主
張

し
て
ゐ
る
こ
止
は
、
極
め
て
少
数
の
例
外
を
除
い
て
は
、

ア
一
プ
ン
ス
経
済
皐
の
惇
統
炉
、
如
何
に
余
数
量
説
的
主

張
に
否
定
的
態
度
を
維
持
し
て
ゐ
る
か
を
語
る
一
誼
左
で
あ
ら
う

L
V

ス
キ
且
ウ
ル
町
長
期
的
景
気
費
動
論

第
三
十
八
巻

八
八
九

第
四
鋭
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